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第８４号　平成３０年９月２２日発行
いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます
　今回の表面には、金婚式を迎えられたご夫婦を紹介します。
今月１３日に「熊日金婚夫婦表彰式」が各町村で開催されました。
多良木町で２７組、あさぎり町岡原地区で８組、湯前町で５組、
水上村で１１組でした。金婚、誠におめでとうございます。
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取
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。
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反
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す
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。
こ
の
パ
ワ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
が
、
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
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と
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て
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強
く
感
じ
る
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生
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ツ
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い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
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。
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す
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。
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世
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。
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だ
ろ
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。
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に
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や
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が
あ
る
。

そ
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ら
を
乗
り
越
え
る
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、
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強
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と
な
る
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ひ
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つ
と
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え
ら
れ
て
い

た
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で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
も
色
ん
な
意
味
で
転
換
期
に

き
て
い
る
今
、
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
含

め
、我
々
第
３
者
も
本
当
の「
選
手
フ
ァ
ー

ス
ト
」
に
向
け
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
記
事
を
書
く
身
と

し
て
も
辛
い
話
題
が
多
い
ス
ポ
ー
ツ
界
。

高
校
野
球
問
題
に
然
り
、
体
操
問
題
に
然

り
、
今
後
よ
り
良
い
方
向
に
進
展
す
る
事

を
切
に
願
い
た
い
。

スポーツ愛・Ｉ・ アイ

スポーツ現場最前線　転換期の今　何を考える

次のページへどうぞ

手と手を携え 半世紀
第６０回熊日金婚夫婦表彰式

　泉さんは、当時多良木町久米にあっ
た簿記学校を卒業後、兵庫県尼崎市に
大工見習いとして就職されました。3
年後には大阪府高槻市の工務店に移ら
れ、65 歳まで大工一筋で頑張って来
られました。24 歳のときに両親の勧め
で、当時水上村在住の喜世子さんとお
見合いされ、泉さんが喜世子さんに一
目惚れされ結婚されました。それから
泉さんは 1 年間で 100 万円貯めようと
目標を立て 6 年間で 600 万円貯金され
たところで一軒目のマイホームを建てられました。ところがまだロー
ンが残っているときにスーパー建設のため立ち退きになり 2 軒目のマ
イホームを建築、泉さん夫婦はラッキーだったと喜んでおられました。
40 歳で中山泉工務店を設立され 3 人の従業員を雇いながら、営業か
ら見積、現場と忙しかったそうです。そんな泉さんを喜世子さんはユ
アサ電工に勤めながら、朝は 5 時に起きて 30 年間支えて来られました。
しかし晩年は出身地である多良木で暮らそうと 3 軒目の家を建て、ビー
グル犬のジミーちゃんと一緒に幸せに暮らされています。

中山　泉さん
　　　喜世子さん

　「もう 50 年になるのかな〜」と仰
られる中村さん夫婦。正邦さんは現・
熊本県信用組合に約 40 年間お勤めに
なられました。湯前、免田、大津支店
など各地に赴任。免田支店在任中に支
店長に着任。熊本市にある本部では、
監査役を務められるなど、活躍されて
こられました。支店で集金業務をされ
ている時に、看護婦をされていたつよ
子さんと知り合われたのち結婚し、1
男 1 女に恵まれました。

　これまでを振り返ると、引越しが多くて大変だったそうです。正邦
さんは慣れない土地で、新たに人間関係を築いていかなければならな
かったことや、つよ子さんは計 7 回の引越しで、空けずに閉まった
ままの段ボール箱があったことなど、様々なエピソードをお話しして
頂きました。そんなお忙しかった時代が過ぎ、定年を迎えられた後に
は、お２人で全国各地を旅して回られたのが、楽しい思い出です。
　来月には結婚記念日が控えており、弟・妹ご夫婦と、金婚式を兼ね
たお祝いを予定されているそうです。毎日温泉に入るのが健康の秘訣
だそうで「２人共に、健康で元気に、長生きできればいいね」と、お
互いが互いを思いやりながら話されているのが、とても印象的なご夫
婦でした。

中村　正邦さん
　　　つよ子さん

多良木町多良木

水上村岩野

　あさぎり町岡原にお住まいの、高岡　
實さん（77）、博子さん（70）夫妻は、
50年の歩みを「我慢の連続だったが、あっ
という間だった」と振り返られました。
　實さんは高校を卒業後、海上自衛隊に
入隊。広島県呉市の海上自衛隊を経て、
岩国市の米海軍基地で航空機の整備を担
当されてきました。当時は、アメリカと
の国力の差を痛感し、激動の時代を過ご
されたそうです。父親の病気を機に帰郷
され、後に博子さんと御結婚。永きにわ
たり会社員として家族を支え、3 人の子
宝にも恵まれ、現在ではお孫さんの成長
を見るのが楽しみのひとつとか。

　實さんは、地域の為になりたいと取り組まれ、区長や老人会会長など
も歴任。お寺の総代としても 45 年、今も現役で続けられているそうで
す。そんなご主人をいつも笑顔で支える博子さん。「辛くて我慢の多かっ
たこれまでだったが、家族の為に頑張ってこれたのも主人の協力のおか
げ」と話し、「夫婦共に大きな病気も無く、これからも明るく健康に生き
ていきたい」と素敵な笑顔で話されていました。普段は、「照れくさくて
言いきらん ( 笑 )」と實さんも、「心の中ではとても感謝している。これ
からも辛抱強くのんびり生きていきましょう」と優しい笑顔で奥様に頭
を下げられていました。

あさぎり町岡原 高岡　實さん
　　　博子さん

　湯前町の小川一義さん、ケイ子さん
夫妻は「平穏無事な 50 年。幸せな毎
日でした」と語られ、つらい事も前向
きにとらえ「明るく振るまい乗り越え
てきた」と一義さん。昭和 41 年に町
役場に入庁。町の為に働いてこられ、
退職後は町議として職務を 3 期務めら
れました。ケイ子さんは町内の履物屋
の店員として家計を支えてこられまし
た。料理上手で評判のケイ子さん。母
親の影響もあり「見よう見まねで覚え
てきた」と話す手料理は抜群と御主人
のお墨付き。現在も料理屋さんで働いておられます。食を通して今後も
健康に気を配り、50 歳の時に大病を患った御主人を「しっかりサポー
トしていきたい」と考えておられます。当面の目標は「10 年後のダイ
ヤモンド婚に２人とも元気に出席すること」と「大好きなグラウンドゴ
ルフや、7 人のお孫さんの飛躍を楽しみに日々を送りたい」と話されて
いました。最後に一義さんから「良くついてきてくれてありがとう」と
ケイ子さんへ感謝の意を伝えられていました。

湯前町 小川　一義さん
　　　ケイ子さん
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球 磨 ん 文 化 財 巡 り NO.41

◆
朝
夕
は
球
磨
盆

地
も
少
し
涼
し
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
熱
中
症
に

か
か
ら
ぬ
よ
う
こ
ま
め
に
冷
房
を
、
と
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
も
力
の
入
れ
方
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違
っ

た
今
年
の
夏
で
し
た
◆
忠
実
に
守
り
夜
間
も

冷
房
つ
け
っ
放
し
で
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、

本
当
に
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
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省
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
屋
外

の
空
調
機
器
の
前
を
通
っ
た
際
、
す
ご
い
熱

気
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
て
…
◆
身
近
な
と
こ

ろ
で
は
自
動
車
も
そ
う
で
す
ね
。
人
や
荷
物

を
、
大
量
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
運
ぶ
の
と
引

き
換
え
に
、
と
て
つ
も
な
い
熱
量
や
二
酸
化

炭
素
を
放
出
し
て
い
る
、
大
げ
さ
で
な
く
地

球
温
暖
化
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
、

と
◆
と
は
い
え
、
い
ま
さ
ら
冷
房
や
車
に
頼

ら
な
い
時
代
に
後
戻
り
し
ろ
な
ん
て
、
現
実

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
便
利
さ
を
享
受
し

て
い
る
人
間
が
何
と
い
う
こ
と
を
、
と
お
叱

り
を
受
け
る
で
し
ょ
う
◆
そ
れ
で
も
、
意
識

の
片
隅
に
こ
ん
な
図
式
を
と
ど
め
て
お
く
の

は
現
代
人
の
責
務
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
Ｘ
）
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.42

　９月１１日の放課後、「なぜ本社を志
望されましたか」「高校生活はどうでし
たか」「校訓、校歌の平和・勤労・進取
を説明してください」など、生徒との
面接学習を終え、部屋の椅子に座った。
いよいよ１５日から就職試験が始まる。
受け答えの上手さだけでなく、優しく
思う深みも感じ取って欲しいと願った
りした。ほっと一息。校庭の隅に咲く
彼岸花を眺め、穏やかな風と静かさを
感じる秋の相良三十三観音巡りを思い
ながら、机の横の切り抜きしていた９
月４日朝刊、『障害者雇用私の視点』の
記事を手にした。その記事には、盲ろ
うの東大教授福島智さんが「私は目も
見えず耳も聞こえないため、介助者な
しでは歩くこともコミュニケーション
もできない。そんな人間が大学で教員
になっている。企業の中には、視覚障
害のマッサージ師が常駐し社員が利用
できる仕組みを設けているケースがあ
る。雇用を進めるにはこうした手法も
一案だ。障害者の労働生産性は低いか
もしれないが、一緒に働くことの意味

は効率性の視点だけで考えるべきでは
ない。障害があってもできることをや
ろうとする姿からは、仕事のつらさや
悩みを抱える誰もが、理屈抜きに学ぶ
ことがあると思う」と述べられていた。
数回読み返すと、９月９日の県立体育
館での「傘」、「雑巾」を通した心の触
れ合いが思い浮かんだ。「９月９日は、
大会に出場するため県立総合体育館に
向け、朝早く車で錦町を出発した。そ
の日は小雨で、車いすバスケットボー
ル大会も開かれていて、駐車場には数
名の方が待機され、車から降りる選手
の横へ傘を差しながら立たれ、体育館
入口まで案内されていた。入口には６
名の方が雑巾を持って雨で濡れた車い
すを丁寧に拭きながら、笑顔で話され
ていた。ついスタッフの方に『案内され、
雑巾で拭かれるなどすばらしいですね』
と挨拶すると、『いいえ、フロアーが濡
れるとみなさんに迷惑をかけますから
ね』と満面な笑顔で答えられた」。

次回の発行日は１０月１３日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

（原稿提供：球磨支援学校）

多良木警察署だより

（原稿提供：多良木警察署）

秋の全国交通安全運動の実施について！

（原稿提供：多良木高等学校 川北禎一先生）

〜記事を読み、気づいた心の触れ合い〜

　平成３０年１０月１４日（日）に「くましえん祭」を開催いたし
ます。時間は９時３０分から１４時３０分までの予定です。
　祭当日、小学部は、「どきどきわくわく すてきなおみせやさん」
をテーマに、ボウリングゲームや感触遊びなどのコーナーを設けて
祭を盛り上げます。
　中学部と高等部は、現在、祭で販売する製品作りに作業学習で取
り組んでいます。当日、中学部は年賀状やカレンダーを販売します。
高等部農園芸班は花苗や寄せ植え、窯業班は皿や茶碗、湯飲み、工
芸班はフェルトを使ったミニポーチや干支、木工班はテーブルや盆
など、様々な手作り製品の販売をします。
　ステージの部では、本校児童生徒（小学部・中学部・高等部）や
賛助団体の楽しい発表を計画しています。他にも、ＰＴＡや賛助団
体からのうどんやパン、惣菜などの販売、会場を回りながら行うス
タンプラリーや抽選会もあります。　
　皆様、お誘い合わせのうえ、是非おいでください。詳しくは、本
校ホームページ（「球磨支援学校」と検索）をご覧ください。

　源氏物語図屏風の高精細複製品が展示されます。源氏物語図屏風
は、土佐光吉筆と伝わる大画面作品の中でも数少ない真筆とされて
います。画中には光吉が最も得意とした王朝文学の傑作、源氏物語
の「関屋」「御幸」そして宇治十帖の 1 つでもある「浮船」の場面が
描かれています。
土佐光吉（とさ　みつよし）筆　安土桃山時代
原本所蔵：メトロポリタン美術館（アメリカ）
高精細複製品所蔵：平等院（京都府宇治市）

運動の重点
１：子供と高齢者の安全な通行の
　　確保と高齢運転者の交通事故
　　防止
２：夕暮れ時と夜間の歩行中・
　　自転車乗用中の交通事故防止
３：全ての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
４：飲酒運転の根絶
※９月３０日（日）は「交通事故死
ゼロを目指す日」です。思いやりの
ある運転で、交通事故防止に努め
ましょう！

期間　平成３０年９月２１日（金）
　　　　　　　〜９月３０日（日）

「くましえん祭」のお知らせ

古代の風「黒の蔵」企画展

【展示期間】
青蓮寺阿弥陀堂　9月22日（土）〜9月24日（月）
黒の蔵　　　　　9月25日（火）〜10月 28日（日）

右
隻

左
隻

【応募資格】１０月を含み６ヵ月以上
　　　　　 熊日を購読されている方

【応募締切】2018 年 9 月 30 日
　　　　　　（当日消印有効）

【応募方法】新聞広告掲載の「応募シート」
　　　　　 をハガキに添付。または熊日
　　　　　 ホームページにて

【当選発表】抽選の上、当選結果は賞品の
　　　　　 発送をもってかえさせていた
　　　　　 だきます。


